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======================================================== 

■■■ 組換えアデノウイルスの話し (2) ■■■ 

========================================================

■ 組換えアデノウイルスを使えば、高い遺伝子導入

効率が期待できる。学会やセミナーなどでユーザーの

皆さんとお話しすると、そう期待されているお話を多

く聞きます。確かに、遺伝子導入効率の悪いマウス初

代培養細胞 (MEF) の場合は、次に示すウェブページで

我々が行ったように、遺伝子導入効率は上がりました。 

http://www.brc.riken.jp/lab/dna/ja/adenoja.html 

■ しかし、高い遺伝子導入効率が期待できるのは、

全ての細胞ではありません。同じページに示している

ように、細胞によって遺伝子導入効率がまちまちです。

組換えアデノウイルスに使われているヒト５型アデノ

ウイルスは、コクサッキーウイルスアデノウイルス受

容体 (CAR) を介して細胞に導入されます。そこで、CAR 

の発現が少ない細胞では組換えアデノウイルスは取り

込まれにくくなっています。また、血球系細胞には入

りにくいと言われています。 

■ 最近の Cancer Gene Therapy の目次を見ても、下

に示したように、アデノウイルスの特定の細胞への感

染効率を上げる努力が続いています。言い換えれば、

これらの論文に出てくる細胞を使う予定の方は、遺伝

子導入効率があまり高くないことを覚悟しなければい

けません。 

■ 遺伝子材料開発室では、組換えアデノウイルスに

関する特性情報の収集に努め、組換えアデノウイルス

を効果的に使うための情報を蓄積しています。計画さ

れている組換えアデノウイルス実験が目的の細胞に合

った手法かどうか、迷ったときにはＤＮＡバンクまで

電子メールでご相談ください。(T.M.) 
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